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叫㌻†打線温庚センサに∴ Lそ牛イ本温粧〔結果   



玉1と1b王cl有線温度センサ∴i二ろ′卜の体温測定冊封針ノ）相関係数  

sう直腸  s2膣  s3尾付根  s4乳房  s5茸介奥  s6耳介申  sプ茸介溝  s8環境   
sl直腸   

s2月窒  0．828412  口  
s3尾付根  0．220304  0．292882   
s4字L房  0．543894  0．549285  0．622851   

s5茸介奥  0。512123  0▲526773  0．069908  0．310954   
s6茸介申  0．143282  0，04318  －0．30633  －0、13017  0．475965   
sプ茸介溝  む．1確6527  C∵0804ヰ8  0．174816  〇、2SSヰ9ヰ  0．5290ブ6  巨8．243953   
s8環境  －0．24991  ¶0．37896  －0．38527  －0．41693  0．083809  0，502＝2  0－339フ61   

があろ．二れご一丈排糞＝牒」ととむに温度  

センサが体外に排出された畑 装香が  

はずれたりすることに起因Lておりフ  

部分択デーリ弓イ津車）処理から除  ニJ）  

外するニヒここよ畑 体温測定部位げ〕選  

定に使用できると判断した。   

志茂関係でに，従来から【自二り是温度を  

展準体温としており，半休温を常時監  
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後方1童m  

窯≡線温度センワ  
脂内言責置時のデ」タ到達距離  

ヰ…u＝…・…………  

前方 85m  

祝するに当た／）てむ7 できるだけ直睨  

温度に近い動きをすろ温度部位を選定  

する必要があろ．そこで今回のデータ  

処理では，【捌凱二対する各酢位の相関  

係数を求めご判断Lた．その結果は  

TabEe 且に示すとおり，直腸と腔の相阻係数は0．828，直  

腸と耳介奥〃）柿閑係数は0．5盲2，跡陽と乳房の相従係数は  

0．544であり，直腸と他の部位の相関係数は0．5未満であ  

／〕た．このことから【自二腸温度と陵内温度ほ高い相関が認  

められたので，膣内温度を深部体温として取り扱い，ま  

た直腸温度と耳介奥，乳房は相関傾向が見られたが，乳  

房は取付方法等の懸念があるので，体温測定部位として  

刃一介奥を選択することとした．  

2．無線温度センサの試作評価   

2．1通信特性   

無線温度センサ（機能試作品）を膣内に設置した時の  

封5M‖z無線データの減衰実験を行った結果，伝送距離  

は後ノノ拍m，前方8．5m，横方向iO宣Ⅵであった．アンテナ  

げ）改良により，若十有送距離は伸びると考えられるが，  

アンテナ は8m間隔に設置する必要があると考えられる，  

去た無線温度センサをオープンサイトに設置した場合  

の，遮蘭物グ）ない状態ごの伝送距離ほ15mであ／つた。   

2．2 温度特性   

無線温度センサは，39±5℃の温瑠範囲内で温度精度  

（＝℃，分解能0．1こ1cのnncモー川ドと－20～60℃間のrough  

モードの2種類の温度計測が可能となる仕様で試作し  

た心 有線センサと比較して温度精度が向王二している．   

無線温度センサはヲ計測した温度データを20秒間隔で   
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「料2；隠線温度センサのj通信距離  

Tabie2 無線温度センサに上る  

牛の体温測定部位間げ）相関係数  

膣温   耳温   外気温   

月室温   

耳温   0．089408   

外気温  －0－13556  0．716953   

3回発信，50秒待機〝）‖（）秒間隔のサイクルで動作する．  

測定温度＝測定値×0．呈1銅℃で表示されるが，′実温度と  

の補正をかける必要がある．ニの補正値ほセンサ毎の固  

有低であり，廿荷前に基準温度39．0℃を計測することに  

より，凱iiできる．今回実験に使用した無線温度センサ  

の補1［値は，－0．巨、－0．3〕cであった．  

3。無線温度センサによる牛体温測定   

試作した無線温度センサを用い ，黒毛和種成牛1頭び〕  

膣，耳介表面の2カ所と比較用として環境の合計3カ所  

の温度測定を＝0秒間隔，48時間子J二った．甘介圧黄混用  

温度センサ（F豆g．3）は，センサ部を表面に山L，基板背  

後を化粧クリγ→ム容器（AS樹脂）内に保崩しノた形状ご，  

また腔内用（F岳g．4）はユニパックで密封後，ヘヤキャッ  

チャー内に入れて使用した．   

その′実験デー一夕をFig。5に示す．膣内温度＝」7，6～3り．5  

〕c，耳介表面温度は30～38、℃，外気温度は－巨＼15’c〔ハ範  

囲で推移した。膣内温度と耳介表面温度げ）相関ほ，Table  

まにホ1すとおり，0，089であり、その一九 上し、介表面温度  
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外山道内に留置十ろ形凧∴しこ，シり二丁ンぷ材で直欄  

7111！Ⅵ程ゾ）棒：り：：ハ‡j（ノい㌢こ裏作し∴∴外耳道深く軒伏しノう 後  

端÷．甘介∴装ホしていろ．け標ハ法ハ∴禦ぐ万はて国定し 

結果ヒしこ，挿入持直拒灘汗軸ご王ふ／」たをい／）ニ八 神  

人膏㌢H宥二黒′．「；う’行動∴示づ〕ご，長乳業音が確ぶてうた   

－れJ）ノ〕二し′小へ、今後∴瞳内用√ノ＼ツケー几ソ汁律∴L子  

分娩時男′こミ赴＼こノノご／）て‡）綾川され妄 う）娩±い＝咋」二放出  

される腔廿Uハ検討が必要ここあり，王た」L‘介奥用J〕ハッチ  

ーーノ形状ごう∴ 外力を塞′小1＼ノ体温が制定でき引捌ノこ（ノ「）検  

討Ⅰ∴ ⊥も標ノ＼〃）連結方法両極討が必要でL有）ろ．  

5．まとめと今後の方針   

有線温度センサにLろ体ij【，昌測‘よ酢位〃選定美験せ有  

い，「掛人jとJ一介奥を装着部位、1決1主すると′〔子）に，無線  

温度センサこ′）試作開発ろ二子J二い，そ（ノ〕適イ［‡およびi温度持性  

を評価し，実際∴牛ノ＼L7）朋哨澗の体瀾潮は美働せ行い  

無線温度センサに上る十体温明遠隔監視ソ川描巨性を確認  

できに 

今後は 無線混ノ度センサご用室内と外」【！▲道奥に長期間装  

着できろょうにハツケージ〃〕設計開発を子J二う．去た無線  

性能げ）向卜のため，アンテナ等の受信技術せ改心し，送  

受†言址消去の増大をH苦行  

し二外気温度の相聞係数圧り．7！7○く♭）／）た ‾ノ）γ ′ノJ、レJ  

」＝ト払而温庚江川勘叶体温と市棚排÷たく了 ㌻ しノ）外㌧こゴムートソ）  

影響を′乏けていろ二十甘推測てきる こし／〕二し′ト工㌧．無  

線温度センサさ土⊥一介奥に外気／を遮断L吉形で、差しノ込ナ．、  

必要があろと結論できる．  

宣ごiぎ．う1＝りL石混∬  

／＼ツ アーン  

打払1月息内用  

ハノケーーン   

4、無線温度センサのバッケ仙ジ形状の検討   

膣内及び個介奥へ無線温度センサを留置十ろためぴい、  

ッケージ形状を検討しノた．按；一丈，解剖干上二歳道口し′）奥か  

ら外子′畠1‡吏で（／）約 2（）cITlで，弾ノ汗㌢を有Lた直径7～  

1（）cmのm扶Ⅵ構造を呈す．去た，上i▲介奥は，月介から頭  

蓋「トL、トノノに向か／つて針㌧川cm〃）探さ〃〕位置で，そこか  

ら）外1日勘土」一▲ん▲へはば直角∴履折しノ亡がらク 頭蓋中心の  

【P耳／、＼と繋がる構造を呈す．ニうLた月計上＝†奥了｝）長  

期留置を想定し／，易装着性、雉脱掛性で安合性〃）高いハ  

ッケージ形状を検討Lた   

膣内留置用の形状とLご，梗質ゴム件のブロック型と，  

リング型を検討tノた．取り＝「ヲ「時の為に細を結んだ形ご 

血腫温   
∴‾冒’二鸞   

外気温  
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Fig，5 無線温度センサによる牛体温制定結果  
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